
n-ブチルベンゼン 

ｎ-ブチルベンゼンの有害性評価 
[n-Butylbenzene, CAS No. 104-51-8] 

 

名      ： n-ブチルベンゼン  

1-フェニルブタン、n-BB 

： C10Hl4 

分 子 量        ： 134.22 

構 造 式        ： 

   

称  

別 名        ： 

分 子 式        

CH2CH2CH2CH3

              

なし 

融        

沸 点       ： 183.3℃  

比       

8 (実測値) 1） 

生分解性  報告なし 

溶 解 性        ： 水     11.8 mg/L  (25℃)1） 

溶媒  報告なし 

製 造 量 等        ： 平成 13 年度 製造、輸入実績なし 2) 

用 途        ： 合成中間体及び液晶製造用原料 

適 用 法 令        ： 海洋汚染防止法 

 
１）PHYSPROP, 2000; 2）経済産業省, 2003 

. 

 

 

外 観        ： 報告

点 ： -87.9℃ 1) 
 1) 

重 ： 報告なし 

蒸 気 圧        ： 141 Pa  (25℃) 1） 

分 配 係 数        ：  Log Pow = 4.3

分 解 性        ：  加水分解性 報告なし 

          有機
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n-ブチルベンゼン 

１． 有害性調査結果 

1

現時点で、n-ブチルベンゼン (n-BB) によるヒトの健康影響に関する報告はない。 

 

2) 

びヒトのエスト

ロゲン受容 れていない（Blair et al., 2000; CERI, 2001a）。また、蛍光

標識エストラジオールを用いた競合結合試験で、ヒトエストロゲン受容体αへの結合性

-11 -5 トロゲン受

るエストロゲン応答配列（ERE）依存的な遺伝子の転写活性化は認められて

レポーター遺伝

10-3 M まで遺伝子の転写活性化はみられていない（Nishihara et 

al., 2000）。 

はみられていな

, 2003)。 

さらに、n-BB は、ヒトアンドロゲン受容体のレポーター遺伝子アッセイの一過性発

ー遺伝子アッセイの安定形質転換株で

のアゴニスト検出系及びアンタゴニスト検出系のいずれにおいても遺伝子の転写活性

化は示していない ( RI, 2003  

ニング手法であ

る子宮増殖アッセイ（OECD ガイド ）が行われ、エス ロゲン作用を検

出するため、雌の卵巣摘出 SD ラット（8 週齢）に n-BB を 0、4、40、400 mg/kg/day の

さらに抗エス

ラット（8 週齢）に n-BB 0、4、40、400 

日間皮下投与し

様に幼若雌 SD

ラット (19 日齢) に n-BB 0、40、200、1,000、2,000 mg/kg/day を 3 日間皮下投与した子

宮増殖アッセイと幼若雌 SD ラット (19 日齢) に、n-BB 40、200、1,000、2,000 mg/kg/day

を17α-エチニルエストラジオール0.6μg/kg/dayと同時に3日間皮下投与した試験でも、

子宮重量に影響はみられていない (Yamasaki et al., 2002)。 

アンドロゲン作用あるいは抗アンドロゲン作用を検出するスクリーニング手法であ

るハーシュバーガーアッセイ（OECD ガイドライン案に準拠）が行われ、アンドロゲン

) ヒトの健康に関する情報 

内分泌系及び生殖系への影響 

(1) レセプター結合に関する in vitro 試験結果（付表-1） 

n-BB は、エストロゲン受容体結合試験で 10-4 M の濃度までラット及

体への結合性はみら

はみられていない (Satoh et al., 2001)。 

レポーター遺伝子アッセイでは、n-BB は、10 -10 M の範囲でヒトエス

容体を介す

いない（CERI, 2001a）。また、酵母ツーハイブリッドアッセイを用いた

子アッセイにおいて、3×

n-BB は、ヒトアンドロゲン受容体競合結合試験で受容体への結合性

い (Satoh et al., 2001; CERI

現系、並びにヒトアンドロゲン受容体のレポータ

CE )。

 

(2) ほ乳動物の内分泌系及び生殖系に及ぼす影響（付表-2） 

エストロゲン作用あるいは抗エストロゲン作用を検出するスクリー

ライン案に準拠 ト

用量で 7 日間皮下投与した実験では、子宮重量に変化はみられていない。

トロゲン作用を検出するため、雌の卵巣摘出 SD

mg/kg/day を 17α-エチニルエストラジオール 0.3 μg/kg/day と同時に７

た実験でも、子宮重量に影響はみられていない (CERI, 2001b )。また、同

 2



n-ブチルベンゼン 

作用を検出するため、雄の去勢 SD ラット（7 週齢）に n-BB を 0、4、40

の用量で 10 日間強制経口投与した実験で、いずれの投与群でも雄性副

 0、4、40、4 g/da 10 間強制

時にプロピオン酸テストステロン 0.4 mg/kg/day を皮下投与した実験でも

官重量に影響はみられていない (CERI, 2001b )。雄の去勢 SDラット (8週齢

200、600 mg/kg/day を 10 日間強制経口投与したハーシュバーガーアッセ

殖器官

mg

、400 mg/kg/day

生殖器官重量に

変化は見られていない。さらに抗アンドロゲン作用を検出するため、雄の去勢 SD ラッ

ト（7 週齢）に n-BB を 00 mg/k y の用量で 日 経口投与し、同

、雄性副生殖器

) に n-BB 0、

イで、雄性副生

重量に変化はみられなかった。さらに、雄の去勢 SD ラット（8 週齢）に n-BB 0、

200、600 mg/kg/day を 10 日間強制経口投与し、同時にプロピオン酸テストステロン 0.4 

day を皮下投与した試験でも、雄性副生殖器官重量に影響はみられなかった。ま

10 日間強制経

Yamasaki et al., 

雌雄の SD ラット 0、10 3 g/kg/day を強制経口投与した 2 世代生殖

毒性試験で、親動物に対する影響として、30 mg/kg/day ではＦ 雌で肝臓重量増加、100 

近位尿細管硝子

抑制、肝臓重量

管硝子滴沈着、

関する影響はみ

られなかった。仔動物への影響として 300 mg/kg/day で F 雌雄、Ｆ 雌に胸腺重量増加

がみられた。この試験において親動物に対する影響に関する無影響量 (NOEL)は 30 

に関する無影響

響量及び無毒性

03)。 

雄 SD ラットに n - BB の 5 mmol (671 mg) /kg/day を 4 日間腹腔内投与した場合、肝臓

ミクロソームのアミノピリン及び 7-エトキシクマリンの代謝活性、テストステロンの

16β-水酸化活性とチトクローム P4502B1、2B2 などを誘導する。一方、in vitro の実験

で調製された肝臓ミクロソームがもつテストステロンの 2β、6β、15α、16α、16β位

の水酸化活性は、n-BB によって阻害される (Imaoka & Funae, 1991)。 

 

/kg/

た、去勢しない雄 SD ラット (8 週齢) に n-BB 0、200、600 mg/kg/day を

口投与した試験でも、雄性副生殖器官重量に変化はみられなかった (

2002)。 

に n-BB 0、3 0、 00 m

0

mg/kg/day ではＦ0 雌雄で肝臓重量増加、Ｆ1 雄で腎臓重量増加、腎臓の

滴沈着、好塩基性尿細管、300 mg/kg./day ではＦ0、Ｆ1 雌雄で体重増加

増加、腎臓重量増加、雄で肝臓の小葉中心性肝細胞肥大、腎臓の近位尿細

好塩基性尿細管、雌で副腎重量増加がみられた。内分泌系及び生殖能に

1 2

mg/kg/day 未満、無毒性量 (NOAEL)は 30 mg/kg/day、親動物の繁殖能力

量及び無毒性量は概ね 300 mg/kg/day、仔動物の発生・発育に関する無影

量は概ね 100 mg/kg/day と結論されている(経済産業省, 20
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n-ブチルベンゼン 

3) 一般毒性に関する情報 

(1

マウスの腹腔内投与での LD50 値を表-1 に記載する。 

 

表-1 急性毒性試験結果 
 マウス ラット ウサギ 

) 急性毒性（表-1） 

経 50 － － － 口 LD
吸入 LC50 － － － 
経皮 LD50 － － － 

腹腔内 LD  1994.5 mg/kg* － － 50

*

 

-BB の反復投与毒性に関する報告はない。 

 

4) 変異原性・遺伝毒性及び発がん性に る情報 
 

ネズミチフス菌 TA98 及び TA100 を用いた復帰突然変異試験で、S9 添加の有無に関

った (Kubo et al., 2002)。 

た umu テストで、陽性であった (S9 添加の有

無不明) (Degirmenci et al., 2000)。 

ん性（表  

現時点で、 い。 

 

表-2 国際機関等での発がん性評価 
機 関 分 類 分 類 基 準 出 典 

 Tanii et al., 1995 

(2) 反復投与毒性 

現時点で、n

関す

(1) 変異原性・遺伝毒性

わらず陰性であ

ネズミチフス菌 TA1535/pSK1002 を用い

 

(2) 発が -2）

n-BB の発がん性に関する報告はな

US.EPA － 発がん性について評価されていない。 IRIS, 2002 
EU － 発がん性について評価されていない。 ECB, 2000 
US.NTP － 発がん性について評価されていない。 US.NTP, 2000  
I － 発がん性について評価されていない。 IARC, 2001 ARC 
ACGIH － 発がん性について評価されていない。 ACGIH, 2001 
日本産業衛生学会 － 発がん性について評価されていない。 日本産業衛生学会, 2001 

 

 

5) 免疫系への影響 

現時点で、n-BB の免疫系への影響に関する報告はない。 
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n-ブチルベンゼン 

6) 

現時点で、n-BB の生体内運命に関する報告はない。 

 

２．現時点での有害性評価 

受容体及びアン

、ヒトエスト

ロゲン受容体やヒトアンドロゲン受容体を介した遺伝子の転写活性化は認められてい

ない。また、酵母ツーハイブリッドアッセイにおいても転写活性化は認められていない。

ッセイで、子宮

ロゲン作用がな

トを用いたハーシュバーガーアッセイでは雄性副生殖

ゲン作用は乏し

いものと考えられる。従って、これらの性ホルモン受容体を介する内分泌かく乱作用を

有する可能性は低いものと考えられる。 

れており、親動物

能に影響はみら

離乳時に胸腺重

増加がみられたがその他の影響はみられず、その後の成長にも影響はみられておら

ず、n-BB が重篤な生殖毒性を惹起する物質である可能性は低いと考えられる。 
物質の有害性に関連する情報として、実験動物では急性毒性は弱く、変異原性・遺

は実施されてい

 ３．リスク評価等今後必要な対応 

n-BB は、性ホルモン受容体を介する内分泌かく乱作用を有する可能性は低いと考え

られ、また、2 世代試験においても内分泌系・生殖系への影響、次世代に対する明確な

有害性影響を示していないことから、現時点で、新たな調査に着手する必要性は低いと

考えられる。 

 

 

生体内運命 

ヒトの内分泌系、生殖器系への影響に関する報告はない。 

本物質の内分泌系への影響として、in vitro 試験系ではエストロゲン

ドロゲン受容体に対して結合性を示さず、レポーター遺伝子アッセイでは

in vivo 試験系では、卵巣摘出ラットや幼若ラットを用いた子宮増殖ア

重量に対する影響はみられず、n-BB はエストロゲン作用及び抗エスト

いと考えられる。また、去勢ラッ

器に対する影響はみられず、n-BB はアンドロゲン作用及び抗アンドロ

生殖・発生毒性については、ラットの 2 世代生殖毒性試験が実施さ

では肝臓や腎臓に対する一般毒性学的影響がみられたが内分泌系、生殖

れていない。仔動物に対する影響については、300 mg/kg/day の用量で

量の

本

伝毒性では、in vitro で陰性、陽性両方の報告がある。また、in vivo 試験

ない。 
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関す

項目 結論 文献 

付表-1 レセ

 試験方法及び条

プター結合に る in vitro 試

結果 

験結果 
件 

験 ( Rαリ ン ドメ (E2：1ド

イン) 

50
.1 10-9

R結合性

い 

ラット  ER 結合試験

(ラット子宮 来ER) (E2：8.
0×10-4 M 
×

結合

 方法：蛍光標識E2リガンドを用 IC50：1.9×
いた競合結合試験 
受容体：ヒトERα 

害しない

 (DES：1.6×10-8 M) 

示

さない 
 

Satoh et al., 
2001 

10-4 Mまで阻

 
ER結合性を

方法：テストステロン

を用いた競合結合試験

受

リガンド

 
容体：ヒトAR 

IC50：1.9
害しない 
(Mibolerone ： 1.7 × 10-8 

示

さない 
 

Satoh et al., 
2001 

×10-4 Mまで阻

M) 

AR結合性をる結

方法：ヒト ARに対す

験 (組換えヒトARリ

メイン) 
ハイ 細胞：Gal4 DNA結合

al4活 化 メイ

TIF2遺伝

子及びβ-ガラク

ポータ 入した酵

母 

さない 

細胞：ヒトER発現遺伝子及び

ER応答配列を導入したHeLa細

：10-11 - 10-5 

10-11 - 10-5 囲でア

ゴニスト活性は陰性 
(E2：PC50: <10－11 M) 

ERを介する転

写活性化を示

さない 

CERI, 2001a

胞 
暴露濃度 M  

 Mの範

一過性発現系 
(アゴニスト活性) 
細胞：ヒトAR発現遺

配列を導入し

10-11 - 10-5

性 
ARを介する転

写活性化を示

さない 
 

CERI, 2003 

伝子及び

AR応答 たCV-1細

 M 
胞 
暴露濃度：

10-11 - 10-5 Mの範囲で陰

養細

遺伝

イ 

安定形質転換株

ERに対する結

合試験 
方法：ヒト ERに対する結合試

組換えE ガ

IC 値：>10-4 M 
×  M) 

E を示

さな

CERI, 2001a

 に対する

細胞質由

IC50：>2.  
99 10-10 M) 

ER 性を示

さない 
Blair et al., 

2000 

ARに対す

合試験 

る結合試

ガンドド

RBA：－ AR結合性を示

さない 
CERI, 2003 

酵母ツー

ブリッドアッ

セイ 

ドメイン

／ラットERリガンド結合ドメ

イン遺伝子、G 性 ド

ン／コアクチベータ

トシターゼレ

ー遺伝子を導

REC10：>3×10-3 M 
(E2：3×10-10 M) 

ERを介する転

写活性化を示

Nishihara et al., 
2000 

組換え培

胞を用いたレ

ポーター

子アッセ

 

：ヒトAR発現遺伝子及び

AR 応 答 配 列 を 導 入 し た

CHO-K1細胞 
暴露濃度： 
10-11 - 10-6 M (BBP) 
5×10-10 M (DHT) 

アゴニスト作用： 

 
アンタゴニスト作用：

10-11 - 10-６Mの範囲で5
×10-10 M のDHTのアゴ

ニスト作用を抑制しな

い 

ARを介する転 CERI, 2003 
(アゴニスト活性､アンタゴニ

スト活性) 
細胞

10-11 - 10-６Mの範囲で陰

性 
写活性化を示

さない 

ER: エストロゲン受容体;   E2: 17β-エストラジオール;  REC10: 10-7 Ｍ E2 による活性値の

10％に相当する濃度;  PC50: E2による最大活性値の 50％に相当する濃度;  IC50:E2またはテスト

ステロンによる 50％阻害に相当する濃度; RBA: 相対結合強度(%);  AR: アンドロゲン受容体; DHT: 
ジヒドロテストステロン 
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n-ブチルベンゼン 

付表-2 物の 系及び に関する試

与期間 投与量 結    果 文献 

ほ乳動 内分泌 生殖系 験結果 
動物種 投与方法 投

0、4、40、400 mg/kg/day 子宮重量に影響なし 
 

ラット

、雌） 
8  

/群 
摘出

、

出) 

下投

( 宮増

セイ) 
 

8 日目に

子宮

し、重量を

定 

0 400 mg/kg/day
+ 

エチニルエストラジオ

皮下投与 

子宮重量に影響なし 

CERI, 2001b
（SD

週齢

6 匹

(卵巣

ラット 6
週齢で卵

巣摘

皮 与 
殖アッ

7 日

後、子

間投与

を摘出 、4、40、
測

ール、0.3 μg/kg/day 

0、40、200、1000、2000 
kg/day 

子宮重量に影響なし 
 mg/（S

(幼若

) 
ッ  

ト

4 日目に

を摘出 0、40、200
測

定 + 

ール、0.6 
皮下

0、4、40、400 mg/kg/day 雄性副生殖器重量に影響なし 
 

ラッ

（SD
ト

、雄） 
齢

6  
ラッ

週齢

) 

強制経口投与 
(ハーシュバー

10
後、11 日

重量を測定  
酸テストス

4 mg/kg/day、
投与 

重  

CERI, 2001b

7 週

/
 ガーアッ

匹 群  
(去勢

ト、6
で去勢

セイ) に副

日間投与

目

生殖器 0、4、40、4
 

ロピオン

00 mg/kg/day 雄性副生殖器
+

プ

テロン、0.
皮下

量に影響なし

0、200、600 mg/kg/day 雄性副生殖器重量に影響なし 
 

ラット

、

8  
/群 
ラッ

週齢

勢

強制経口投与 

ガーアッセイ
 

10 日間投

に副生殖器

を測定 
0、200、6 g/kg/day

+ 
プロピオン酸テストス

テロン、0.4 mg/kg/day

雄性副生殖器重量に影響なし 

Yamasaki et 
al., 2002 （SD

齢

雄） (ハーシ

週

6 匹

(去勢

ト、7
で去 ) 

ュバー

) 
後、

重量

与

11 日目
00 m

皮下投与 
ラッ

（SD
ト

、雄） 
8 週齢 
6 匹/群 

(未去勢ラ

ット) 

強制経口投与 
 

10 日間投与

後、11 日目

に副生殖器

重量を測定 

0、200、6 量に影響なし 
 

Yamasaki et 
al., 2002 

00 mg/kg/day 雄性副生殖器重

ラット 
D、雌） 

19 日齢 
6 匹/群 

ラ

皮下投与 
(子宮増殖アッ

セイ) 
 

3 日間投与

後、

子宮

し、重量を

、1000、2000 
mg/kg/day 

エチニルエストラジオ

μg/kg/day
投与 

子宮重量に影響なし 

Yamasaki et 
al., 2002 

ラット 
(SD、雄) 
(230-250 

g) 

腹腔内投与 4 日間 0、5 mmol (671 mg)/kg アミノピリン、7-エトキシクマリ

ンの代謝活性、テストステロンの

16β水酸化活性を誘導。 
一方、in vitro の実験で本物質は、

調製された肝ミクロソームのも

つテストステロン 2β、6β、15
α、16α、16β位の水酸化活性を

阻害。 

Imaoka & 
Funae, 1991
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種 投与方法 投 量 結    果 文献 動物 与期間 投与

ラット

(SD、

(F0：雌

とも5

 
雌雄) 

雄

週

齢、 1：雌

も3週
齢) 

24 匹/性/
群 

強制経口 2世代生殖毒

験 

雄は交

前10週間、

期 間 
は最大

)、F0雌

娠、出

通じて投与、

離乳後

、F0雄は

出産後

、 
F F0 世代

様の暴

あるが、

に加え

て母動物の

経胎盤、経乳

汁からの間

接暴露の可

能性がある 

0、30、100、3
F0雄： 

上で肝臓重量増

300 mg/kg/ で体重増加抑制、

腎臓重量の増加、肝臓の小葉中心

塩基性尿細管 
0

30 mg/kg/day以上で肝臓重量増加 
体重増加抑制、

副腎重量増加 

上で腎臓重量増

加、腎臓の近位尿細管硝子滴沈

細管 
体重増加抑制、

肝臓重量増加、肝臓の小葉中心性

肝細胞肥大 
F1雌： 
300 mg/kg/day で体重増加抑制、

腎臓重量増加、副

腎重量増加 

 
仔動物 
F1雄： 

胸腺重量増加 
F1雌： 
300 mg/kg/day で胸腺重量増加 

し 

300 mg/kg/day 投与で胸腺重量増

加 
 
親動物の全身影響でのNOAELは
30 mg/kg/day 
親動物の生殖能に関するNOAEL
は概ね300 mg/kg/day 
仔動物毒性の NOAEL は 100 
mg/kg/day 

経済産業省, 
2003 
 
 

F
雄と

性試
 
F0 雌

配

交 配

(交配

2週間

は妊

産、哺乳期を

F1 の

剖検

F1 の

剖検

1 は

と同

露で

それ

00 mg/kg/day 親動物 

100 mg/kg/day 以

加 
day

性肝細胞肥大、腎臓の近位尿細管

硝子滴沈着、好

F 雌： 

300 mg/kg/day で

腎臓重量増加、
 
F1雄： 
100 mg/kg/day 以

着、好塩基性尿

300 mg/kg/day で

肝臓重量増加、

 

300 mg/kg/day で

 
F2雄： 
異常な

F2雌： 
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